
「絶滅危惧種ベッコウトンボの自然誘致と増殖」 
 
 
 
 

 研究の動機と目的 
 私たち磐田南高等学校生物部は、1993年か

らベッコウトンボの保護及び増殖を目的とし

た研究を行ってきた。ベッコウトンボとは、

1994 年から絶滅危惧種Ⅰ類ａに指定されて

いるトンボであり、かつては日本全国に生息

していたが、現在では静岡県磐田市の桶ヶ谷

沼が生息地の東限となっている。ベッコウト

ンボの減少の原因としては、アメリカザリガ

ニの異常発生が大きな要因と一般的に考えら

れている。 
私たちは、1999年に飼育容器を用いた増殖

に成功し、個体数の維持に貢献してきたが、

桶ヶ谷沼本体におけるベッコウトンボの羽化

は調査方法の難しさもあり、明確に報告され

ていない。したがって自然増殖には成功して

いないといえる。飼育容器での増殖方法を応

用し、沼本体での増殖を目指し、アメリカザ

リガニとトンボの共存に関する生育関係につ

いて調べ、ベッコウトンボの自然増殖を試み

た。 
なお、本実験では桶ヶ谷沼や実験池等の自

然環境における増殖を、自然増殖と表すもの

とする（以下同様）。 
２ 実験内容 
(１) 活動場所について 

   本研究の主な活動場所は静岡県磐田市の

桶ヶ谷沼にある実験池と呼ばれる場所であ

る。実験池は全部で７つあり、それぞれに

番号をふって区別している。桶ヶ谷沼全体

の保全活動は現在、2004 年 4 月に開館し

たビジターセンターが中心となり管理を行

っている。私たち磐田南高校生物部は1993
年からこの実験池を用いて実験をしてきて

おり、管理も保護活動や研究を通して生物

部が中心となり行っている。 
 
  
 

 
 

 
 
 
 
(２) アメリカザリガニとの除去と共存の仮説 
実験池に階層構造を作る事によりアメリカザリ

ガニとヤゴの棲み分けが可能になり、ヤゴはアメ

リカザリガニの摂食行動を回避することができる。 
階層構造とは池の中を上下に竹などでわけ、その

上にベッコウトンボの好む植物を置き、ヤゴの棲

み処を確保しアメリカザリガニとヤゴの棲み処の

分離を図る方法である。 
(３) 実験池の改造について 

    本実験を行うにあたって、実験池１，７の改造

を2005年の４月から５月に行った。また、2006
年4月に実験池４の改造を行った。実験池４につ

いては後述する。 
  ア 実験池１について 
   実験池１は容積が大きく、すべてのアメリカ

ザリガニを取りきることが不可能であると考え、

アメリカザリガニとの共存を試みた階層構造を

作ることにした。外からのアメリカザリガニの

侵入を防ぐために池の周りにネットを張った。

（実験池７も同様） 
イ 実験池７について 
 実験池7は容積が小さかったため、すべての

アメリカザリガニを取り除くことができた。実

験池1との対照実験のため、同じ階層構造をと

った。なお、アメリカザリガニは泥と一緒に掬

い出して除去した。 
３ 実験結果 
(１) モニタリング調査 
 ア モニタリングについて 

   実験池の縁をタモで場所を変えながら１５回

泥と一緒に掬い、中にいる生物の種類、数を記

録した。これを各実験池で同様に行った。     

なお、７月から４月まで調査し、アメリカザリ

ガニ、ヒメガムシ、ベッコウトンボ（ヤゴ）、シ

ョウジョウトンボ（ヤゴ）を対象にして調査し

た。 
 
 



 イ 結果 
① 実験池１について 

    実験池１ではヤゴが見られなかった。ま

た、ヒメガムシは初めの頃は２～３匹ほど

確認されたが、１月からは確認されなかっ

た。アメリカザリガニは１年を通して多く

の個体が確認された。 
② 実験池７について 

実験池７はアメリカザリガニを完全に除

去したはずであったが、10月以降アメリカ

ザリガニが確認された。しかしトンボのヤ

ゴはその後も確認された。ヒメガムシは10
月以降から個体数が急激に減少した。 

(２) 羽化殻調査 
 ア 羽化殻調査について 
   羽化殻調査とは、羽化殻の数を調査するこ

とにより、その池で成虫になったトンボの種

類及び個体数を知るための調査である。 
 イ 結果 

① 実験池１について 
トンボのヤゴは確認されなかった。 

② 実験池７について 
ベッコウトンボは３匹、ショウジョウト

ンボは１６匹、キイトトンボは数十匹確認

された。 
 ウ 実験池ができた当初の１９９４年のデータ 
   

場所 種名 個体数 

クロスジギンヤンマ 27

ハラビロトンボ 10

シオカラトンボ 6

ヨツボシトンボ 25

ショウジョウトンボ 4

実験池 

合計 72

表１ １９９４年の羽化殻調査の結果（4月）  
表１のように、１９９４年当初は多くのトン

ボ類が実験池から羽化していた。しかし１９９

５年以降は定量的なデータはとっていないもの

の、実験池にアメリカザリガニが侵入し、２０

０５年までにトンボ類の羽化は目立って確認さ

れていない。 
 
 

(１) 飛来・産卵調査 
 ア 飛来・産卵調査について 
   今年の５月４日から６日まで集中的にベッ

コウトンボの産卵調査を行った。この目的は、

階層構造をつくり改造した実験池にベッコウ

トンボの自然誘致が見られるかを調査するた

めである。また４月からその半ばにかけて、

実験池４を改造した。これは実験池７と同じ

ように、アメリカザリガニを完全に除去し、

植生も同じものにした。実験池４では完全に

アメリカザリガニの侵入を防ぐ目的で、プラ

スティック板で池の周りを囲んだ。調査の対

象は、実験池１・７・４、そして改造をして

いない実験池２とした。さらに産卵調査と共

に、オスの縄張り行動も合わせて調べ、それ

らの関係性についても調べてみることにした。 
 イ 調査方法 
   調査用紙に飛来時間と個体数を♂・♀ごと

に産卵活動が活発な９：３０から１２：００

まで記録した。産卵したかしないかを区別す

ることは、ベッコウトンボの場合、打水産卵

であるため容易に識別できる。産卵調査では、

産卵個体数について１個体ずつ調べ、産卵行

動の有無を数えた。 
 ウ 結果 
  ① ♀の飛来数と産卵数の関係 
    産卵個体数は♀の飛来数によらないとい

うことがわかった。 
  ② 時間と飛来数の推移 

♀の飛来数については、法則性が見られ

なかった。♂の飛来数については、今年改

造をした実験池４が時間を問わず１番多く、

その次にベッコウトンボの羽化が確認され

た実験池７、その次に実験池１の順で少な

くなっていった。改造していない実験池２

においては、♂の個体数はほとんど見られ

なかった。 
    

 
 
 
 
 
  



実験池２，４　ベッコウトンボ♂
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グラフ１ 実験池２、４の♂の飛来数 
（縦軸：個体数 横軸：時間） 

４ 考察 
(１) モニタリング調査について 
   実験池１と実験池７のモニタリング結果か

ら、アメリカザリガニの侵入はヤゴだけでは

なく、他の水生昆虫に対しても害であること

と、アメリカザリガニはヤゴの成育を極端に

妨げるが、池の面積に対してごく少量ならば

ヤゴは育つということが分かった。なお、実

験池１のヒメガムシの個体数が少なかったの

は、上記の通り推測すると、実験池１には初

めからアメリカザリガニが入っていたため、

その捕食のためと考えられる。 
(２) 羽化殻調査について 

実験池７から３匹のベッコウトンボの羽化

殻が確認できた。実験池７においてアメリカ

ザリガニが侵入したにもかかわらず、ベッコ

ウトンボのヤゴは羽化した。これは、実験池

７が比較的浅く、深いところに営巣する特徴

をもつアメリカザリガニにとって棲みにくい

環境であったため、アメリカザリガニの繁殖

力を抑えられた結果と考えられる。実験池１

では、階層構造の有効性は残念ながら認めら

れなかった。 
(３) １９９４年との比較について 

実験池がつくられた当初の 1994 年には多

くのトンボの羽化が確認されている。 
ショウジョウトンボは４頭、ベッコウトン

ボは０頭であるが、そのほかの種類は多く見

られている。 
その後は、飼育容器での研究を主として行

ってきたため、実験池での定量的な羽化殻調

査は実施してこなかった。そして、この間、

アメリカザリガニの大量発生もあり、実験池

もトンボの生育に適さない状態となっていっ

た。しかし、昨年度からの本実験より、改造

した結果、１２年後の 2006 年は自然誘致が

成功し、今回確認されたショウジョウトンボ

は１６匹、ベッコウトンボは３匹となった。 
なお、実験池がつくられた当初にベッコウ

トンボがみられなかった要因は、当時ベッコ

ウトンボが沼本体でも多く羽化していたため、

離れた実験池には訪れなかったと考えられる。 
(４) 飛来・産卵調査について 

改造していない実験池２と改造した実験池

４を比較すると♀の飛来数はほぼ変わらない

が、改造した実験池４は実験池２に比べ多く

の産卵数が確認された。よって、実験池の改

造により、自然誘致に成功したといえる。 
また、ともに改造した実験池１と実験池７

を比較すると、♀の飛来個体数がほぼ同じで

あるのに対して産卵数が実験池７で２倍近く

確認されたため、産卵個体数は必ずしも♀の

個体数に比例しないということも分かった。 
ベッコウトンボ♂が縄張りを張る際、基準

となるのは、池の面積ではなく、改造の有無

に関係があることが分かった。（グラフ１参

照）（各実験池を楕円形として面積を算出する

と、実験池１＝９７㎡、実験池７＝２６㎡、

実験池４＝８６㎡、実験池２＝５７㎡となり、

およそ１≒４＞２＞７《番号は各実験池の番

号を表す》である。）ここで改造をした実験池

と改造をしない実験池とでは、面積と絡めて

考察しても関連性は認められなかった。よっ

て、この違いを除いた植生、水質、ザリガニ

の量に関係があるものと推測される。 
２００５年に改造した実験池１と実験池７

については、同じ植生条件にしたが、アメリ

カザリガニの捕食により実験池１では、水生

植物の根が食い荒らされた結果、植生が悪化

している。そのため、実験池１よりも実験池

７の方が多くのベッコウトンボ♂が飛来した、

すなわち縄張りを張っていたのではないかと

考えられる。よってアメリカザリガニによる

植生の変化も、ベッコウトンボの誘致の大き

な要因であることが分かった。また、この植

生の影響については今後の課題としたい。 



５ アメリカザリガニの捕食圧について 
(１) 目的と実験方法 
  これはアメリカザリガニとヤゴが共存できる

ような環境を作るための足がかりとして、実験

池の実験と平行して水槽を用いたモデル実験を

行った。アメリカザリガニのヤゴに対する捕食

の様子を調べることを目的とし、水槽に実験池

と同じ階層構造を作った。水槽での実験構造と

しては、実験池の階層構造と同じであり、水槽

は 60×60×45（cm）の大きさのものを用い、

枯れ枝・植物の根・泥・有用な水生植物などを

いれた。実験に用いたヤゴは、ショウジョウト

ンボ３０匹を入れ、アメリカザリガニを６匹入

れた水槽ａとヤゴのみの水槽ｂを用意して、一

週間ごとに観察を行った。 
(２) 実験結果 
 ア 一週間後 
  水槽ａにはヤゴ４匹、アメリカザリガニ４匹、

水槽ｂにはヤゴ２３匹が確認された。 
 イ 二週間後 
  水槽ａにはヤゴは確認されず、アメリカザリ

ガニ３匹、水槽ｂにはヤゴ１７匹が確認された。 
  尚、水槽ａのヤゴは全滅したため、これ以降

の観察は行わなかった。 
 ウ 備考 
  水槽ａよりミジンコが大量発生し、水槽ｂに

は６個のヤゴの羽化殻を採取した。 
 エ 考察 
  アメリカザリガニがヤゴをすべて捕食したこ

とからアメリカザリガニの有害性が確実なもの

となった。そして、限られた大きさの水槽では

階層構造は効果が認められないという結果とな

った。やはり、ヤゴの保護のためにはアメリカ

ザリガニを駆除することが必要不可欠である。

なお、アメリカザリガニがヤゴを捕食したため

本来ヤゴが捕食するはずだったミジンコが大量

発生したと考えられる。 
６ 今後の課題 
(１) 自然増殖について 
  データを比較すると、確実に実験池はベッコ

ウトンボをはじめとするトンボ類の増殖にとっ

てよい方向へ進んでいると思われる。これを継

続して、さらに発展させて実験池を少なくとも

あと１年は継続調査をする必要があると考える。

そして自然増殖場にしていきたい。 
(２) 階層構造について 
  残念ながら、階層構造の有用性は証明できな

かった。また、各実験池の飛来・産卵回数の調

査結果の比較から、ベッコウトンボ♂の習性に

ついて分かってきたので、今後はどのような環

境に興味を示すか、という点も調べていきたい。

またベッコウトンボ♂が、水中のアメリカザリ

ガニを何らかの方法で見分け、できるだけ避け

ているのではないか、という可能性も考えられ

るので、あわせて実験したい。 
(３) アメリカザリガニについて 
  アメリカザリガニが沼の内部を侵食すること

は、今後蟹カゴなどと昨年度のアメリカザリガ

ニの嗅覚の実験のデータをあわせて、効率よく

駆除していく方法を研究したい。実験池１につ

いては新しい棲み分けを考え、実践し、沼本体

での増殖への足がかりとしていきたい。 
今後は、沼本体への移植や技術転用などを考

えており、さらに保護増殖をし、一種類でも多

くの絶滅危惧種を救っていきたい。 
７ 謝辞 
 本研究にあたり、福井 順治 様（静岡県立

榛原高等学校教頭）、細田 昭博 様（桶ヶ谷沼

ビジターセンター館長）にご指導いただきまし

た。ここに感謝の意を表します。 
８ 参考文献 
 桶ヶ谷沼のトンボ群集に関する研究，（1995），
磐田南高校生物部 
桶ヶ谷沼におけるベッコウトンボの保護増殖の

試み，（2003），磐田南高校生物部 
 桶ヶ谷沼の環境復元を目的としたザリガニの生

態研究，（2005），磐田南高校生物部 
 原色日本水生生物図鑑，（1986），保育社 
 原色日本甲虫図鑑，（1985），保育社 
 日本淡水プランクトン図鑑，（1987），保育社 
 日本水草図鑑，（1994），角野康郎，文一総合出

版 
 トンボのすべて，（1999），井上清，谷幸三，ト

ンボ出版 
  
 
 

 



図３ 改造前の実験池 

  図１  ベッコウトンボ♂ 
  

 
  図２ 実験池全体像（１，７，４は改造した） 

 

      

図４  改造後の実験池 

図５ アメリカザリガニ 


